
新しい総合事業開始に伴う
カナミック使用について



チェックリストで
事業対象者となった場合

事業対象者

①H２９年度中に更新して
要支援１・２の認定が出た場合
②新規に（介護から）要支援1・2
の認定が出た場合

要支援１・２認定者

要支援１・２の認定有効期間が残っているうちは
更新されるまでは現行のままです。



詳細を確認します



事業対象者は、
有効期間はあ
りません。

事業対象者の
認定日は

チェックリスト
実施日。



要支援認定者に
ついてはこれま
でと同じです



提供表を作る

総合事業対象者
認定期間が継続している方

（認定期間継続中）
要支援１・２認定者

総合事業プランのみ
介護予防プラン

と
総合事業プラン

介護予防プランのみ



提供票を作る時は原案を
作っておくと便利です。



訪問型サービス、通所型
サービスを利用する場合
は『総合事業プランを追

加する』を選択

福祉用具、医療系サービ
スの利用する場合は『介
護・予防プランを追加す

る』を選択



現行の予防訪問介護を
利用する場合は

『A1 みなし』を選択。

現行の予防通所介護を
利用する場合は

『A5 みなし』を選択。

『総合事業プランを追加する』を選択すると



作成した提供票原案が
当月の提供票にコピー

されます。



提供票の作成方法は同じです



総合事業は
サービスコードに『A』

が付きます。



事業対象者になった
方のプランを作成す
るときは基本チェック
リストを反映するをク

リックする



基本チェックリストの
該当項目がケアプラ
ンに反映されます。


